
ソフトバンクグループ

― AI覇権を夢見る者 ―

シナリオ

ソフトバンクグループとは何の会社なのだろうか。

通信会社だろうか。

投資会社だろうか。

AI企業だろうか。

どれも正しい。しかし、そのどれも本質ではない。

この会社は、孫正義という一人の投資家の視界を上場した会社なのかもしれない。

多くの企業は、現在から未来を考える。

市場を分析し、競合を調べ、数年先を予測して投資を行う。

これはフォアキャストである。

しかし孫正義は違う。

彼はまず、AGIの実現やロボット社会、AIによる産業革命という未来を前提として置く。

そして、その未来を実現するために今何が必要なのかを考える。

これはバックキャストである。

だから彼の投資は、一見すると飛躍して見える。

しかし本人にとっては一本の線でつながっている。

Arm。

OpenAI。

ロボティクス。

データセンター。

一つ一つは異なる事業に見える。

しかし、それらはすべてAI時代の基盤となる資産である。
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AI時代は、優れた技術だけでは勝てない。

半導体。

計算資源。

膨大な電力。

ロボット。

莫大な資本。

これらを誰よりも早く確保できるかが、次の覇権を左右する。

その戦いに、日本企業で真正面から挑もうとしている企業は、極めて少ない。

ソフトバンクグループは、その数少ない挑戦者である。

もっとも、孫正義が目指しているのは、ソフトバンクという企業が世界一になることではないのかもしれな
い。

彼が本当に見ているのは、AIが社会基盤となる未来そのものなのだろう。

だから彼は、会社ではなく文明に投資しているように見える。

それは、巨大な夢である。

成功すれば、新しい文明を支える企業となる。

失敗すれば、壮大な妄想として終わる。

だからこそ、この会社への投資は、通常の企業分析だけでは語れない。

ソフトバンクグループへ投資するとは、孫正義という人物が見ている未来に、一票を投じることなのかもし
れない。

第三者投資家の視点

このシナリオは魅力的である。

しかし、投資家として冷静に問わなければならない。

第一に、本当にAI覇権はソフトバンクグループへ利益をもたらすのか。

AI市場が拡大しても、その利益がOpenAIやArmだけで完結し、ソフトバンクグループへ十分還元されるとは
限らない。
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第二に、未来の方向性ではなく、タイミングの問題である。

AGIが10年以内に訪れるなら、この投資は成功する可能性が高い。

しかし30年先であれば、資本コストや投資回収の観点から大きなリスクとなる。

第三に、この会社は孫正義個人への依存度が極めて高い。

ソフトバンクグループへ投資しているのか。

それとも孫正義へ投資しているのか。

この問いは避けて通れない。

一方で、日本企業を見渡したとき、GAFAMや巨大AI企業と真正面から資本競争に挑もうとしている企業は極
めて少ない。

多くの企業がAI時代を支える部品や素材、インフラを担う中で、ソフトバンクグループは覇権そのものへ挑戦
している。

それが成功する保証はない。

しかし、その挑戦自体には大きな価値がある。

最終的に、この企業へ投資するということは、企業業績だけでなく、孫正義という投資家の文明観に賭ける
ことなのだろう。

今後の注目ポイント

・Armを中心としたAI半導体戦略の進展

・OpenAIとの関係性と投資回収の道筋

・ロボティクス分野への投資拡大

・AIインフラ（データセンター・電力）への資本投入

・孫正義以後の経営体制

・AI覇権構想を実現するための資金調達能力
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